





















































































































①科目名：社会学（2003 年度後期、2004 年度後期、2005 年度後期）
②対象クラス：北海道文教大学短期大学部・別科（調理専修）




























Ⅰ．課題確認   5 分　 今日の課題確認
Ⅱ．課題の概要 40 分　 教員による説明
Ⅲ．問題解決 40 分　 創造過程への取り組み






















段　　階 週 時　間 内　　容
Ⅰ．課題確認 １週目 0 分 今日の課題確認
Ⅱ．課題の概要 〃 80 分 教員による説明
Ⅲ．問題解決 ２週目 80 分 創造過程への取り組み




























































































































− 0 − −  −
初の段階において、自ら進んで学ぶことの楽しさを、学生にどのように動機づけることが
できるのか、このことが毎回の大きな課題である。
（２）今後の展望
　創造性の開発を目指す授業の試みとは、別の観点から見ると「学生の授業参加への試み」
でもある。延藤安弘（200）3) は、参加型授業の実践の中で学生の意識が、①「無関心・
無意識」→②「個人的関心の触発」→③「巻き込み・受動的参加」→④「能動的参加」の
四段階にわたって変容して行くと指摘している。そして、「教育とは学び手の認識の誕生
と成長を手助けすることであるとすれば、参加型授業は、そのことを確実に実現する方法
といえる」と述べている。
　創造性豊かな人間を育てるためには、発想の転換が必要である。それは、学力観を根本
的に改めることである。従来から、学力は記憶の量によって評価されてきた。より多く記
憶する学生が優秀という評価が与えられてきた。しかし、高度情報社会においては変化の
スピードが急速で、与えられたものをひたすら記憶するというだけでは、新しい世界を切
り開くことはできなくなった。この学力観を根本的に検討することなしには、多様な人間
の能力を評価することは困難である。
　筆者が考える学力とは、創造的能力・問題解決能力である。その能力を伸ばすためには、
自ら進んで学ぶことである自己啓発を基盤とする自己評価が重要である。そのことは、現
在の学力評価システムでは評価が困難であり、今後は新たな学力評価システムの開発が求
められる。学習の目標が自己啓発であるとするならば、評価の方法も検討を要する。自己
啓発が学生の創造性を高め、問題解決能力を育成し、創造性の開発に繋がっていくのであ
る。そのために、学生が自らの取り組みを評価し、評価できる点と評価できない点を冷静
に考察できる判断力を育成していかなければならない。
　今後の展望として、①学生の自己評価を評価システムの中でどのように取り入れていく
のか、②「学生の授業参加」の模索、この二つの点が重要である。創造的な授業の実現の
ために、いろいろなアイデアや方法論を議論していくことが必要である。知識詰め込み型
教育とは異なり、創造性を豊かにする教育・問題解決能力を高める教育の展開を期待して
締めくくりとしたい。
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